


農
山
漁
家
生
活
近
代
化
セ
ン
タ
ー

は
、
農
山
漁
家
の
婦
人
や
生
活
改
善

関
係
職
員
が
、
生
活
に
関
す
る
知
識

や
技
術
を
研
修
す
る
場
所
と
し
て
、

富
山
市
太
郎
丸
に
昭
和
四
十
一
年
五

月
に
開
所
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
被
服
実
習
室
や

食
物
実
習
室
、
小
会
議
室
が
あ
り
ま

す
。

カリフオノレニアの土に触れて

被
服
実
習
室
に
は
、
ミ
シ
ン
が
五
台
あ
り
、
農
・
漁

作
業
衣
や
家
庭
着
、
衣
類
更
生
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

食
物
実
習
室
は
、
調
理
台
、
調
理
実
習
器
具
が
揃

っ
て
お
り
、
三
十
人
程
度
の
方
々
が
研
修
で
き
ま
す
。

他
に
展
不
品
と
し
て
、
各
種
作
業
衣
、
防
寒
着
、

家
庭
着
、
農
産
加
工
食
品
も
あ
り
、
生
活
改
善
実
行

グ
ル
ー
プ
や
農
山
村
婦
人
集
団
に
さ
か
ん
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

研
修
は
、
セ
ン
タ
ー
の
生
活
改
善
専
門
技
術
員
が

指
導
を
し
ま
す
か
ら
、
研
修
生
は
、
材
料
費
だ
け
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

ま
た
生
活
改
善
専
門
技
術
員
や
生
活
改
良
普
及
員

が
、
農
山
漁
家
の
生
活
に
す
ぐ
に
役
立
つ
技
術
を
、

研
究
、
開
発
す
る
場
所
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
来

た
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
は
も
よ
り
の
農
業

表紙 改
良
普
及
所
を
通
じ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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センターで研修取伺=した料理の普及に力が入る

魔薬「覚せい剤」を追放しよう グ 18-19 

かしこい消費者シリーズNo.24

これからの食生活を考える 20-21 

卜ピ y クス 12月11日-1月15日 22-23 

死因第 1位は脳卒中

2月 1日一 7日 成人病予防週間 24 

車検切れ 自動車はご注意 24 

県有美術品紹介 表 3

救世観音村上同人(へいじん)作

夢殿厨子 長谷部富山(ふざん)作

脳卒中にならないために 表 4

存地区の公民館などを利用して

富山県農山漁家生活近代化センタ一一一一一表紙 ・表 2

カリフオルニアの土に触れて

第 8回富山県青年の船農業部門 1 - 5 

みんなでコミュニティづくりを

富山県コミュニティ問題研究会報告書から-6-10

県の日 ・県のうた 9 

富山県産米→着色米の防止対策 11 

ふるさとの民話。 はしかい小憎ま 一一一一一一12-13

体力をつ〈ろう

家庭でできる冬の軽スポーツ 14-15 

農用地利用増進事業の仕組みと活用一一一一一一一16-18

もくじ・2月号

《
農
業
こ
そ
天
職
》
と
は
り
き
る
富
山
の
若
い
農

業
後
継
者
た
ち
二
十
名
が
、
昨
年
十
月
、
県
が
企
画

し
た
第

一
回
「
農
業
青
年
の
船
」
(
第
八
回
県
青
年
の

船
農
業
部
門
)
に
参
加
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
の
農
土
に
直
接
触
れ
、
貴
重
な
体
験
を

し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

い
ま
、
彼
等
は
こ
の
体
験
を
こ
れ
か
ら
の
富
山
県

農
業
の
新
し
い
u

先
達
と
し
て
活
か
そ
う
と
、
自
己
の

農
場
で
、
勤
務
先
で
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
は
直
ち
に
表
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と

し
て
も
、
団
長
と
し
て
訪
れ
た
西
本
力
蔵
県
農
業
水

産
部
長
は、

「
こ
の
二
十
人
の
農
業
後
継
者
た
ち
は
、
世
界
で

一
番
広
大
な
大
農
業
地
帯
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
、
し

か
も
主
と
し
て
日
本
人
移
住
者
に
よ
る
農
業
経
営
を

体
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
の
国
際
的
感
覚
、
経

営
感
覚
、
心
構
え
を
養
い
、
流
通
機
構
、
技
術
、
市

場
へ
の
関
心
を
高
め
た
。
こ
の
刺
激
を
材
料
に
、

よ
り
よ
い
こ
れ
か
ら
の
富
山
県
農
業
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
全
国
で
初
の
「
民
宿
」
と
い
う
形
で
、

羽
地
の
農
業
経
営
者
か
ら
、
実
際
に
子
を
も
っ
て
教

訓
を
受
け
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
が
成
功
し
た

こ
と
と
、
農
業
へ
の
情
熱
は
相
手
を
し
て
お
ど
ろ
く

は
ど
の
好
感
を
得
た
位
、
』
の
団
員
た
ち
は
熱
心
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
だ
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
体
験
を
し
て
き
た
団
員
に
、
次
の
よ

う
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
み
ま
し
た
。
日
本
に
比
べ

そ
の
耕
地
が
広
大
な
た
め
、
経
営
上
す
べ
て
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
関
係
者
は
も

ち
ろ
ん
、

一
般
の
方
々
に
も
参
考
に
な
る
と
思
い
、

登
載
い
た
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目

。
体
験
し
た
中
で
最
も
感
じ
た
ニ
と
や
プ
ラ
ス
に

な
っ
た
点
。

@
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
ど
の
よ
う
に
ニ
の
体
験
を

活
か
す
か
。

@
県
内
の
若
い
世
代
へ
ず
ば
り
ひ
と
言
。

@
現
在
の
君
の
経
営
規
模
。

守

中島君

中
島

勲
君

二
十
七
歳
/
魚
津
市

友
道
一

O
O
一
/
農
業

@
米
国
的
な
考
え
方
か
、
自
分
の
職

業
に
対
し
て

の
プ
ラ
イ
ド
、
責
任
、

研
究
心
が
旺
盛
で
、
直
接
利
益
に

つ

な
が
ら
な
い
こ
と
は
、

で
き
る
だ
け



合
理
化
、
省
力
化
し

そ
の
労
働
力

を
有
効
に
利
用
し
て
い
る
面
を

ー
ム
ス
テ
ィ
ー
や
視
察
を
通
し
て
感

じ
て
き
た
。

@
米
国
イ
コ
ー
ル
日
本
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
が
、
無
駄
な
投
資
は

止
め

教
え
ら
れ
た
時
間
観
念
を
大

切
に
し

経
営
に
活
か
し
た
い
。

@
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
井
の
中

の
蛙
に
な
る
な
。
仕
事
に
自
信
を
持

ち
、
仲
間
か
ら
受
け
る
刺
激
を
有
利

に
導
け
。

@
水
田
四

0
ア
ー
ル

・
梨
二

0
ア
ー

ル

・
乳
牛
二

O
頭

・
草
地
二
八

O
ア

jレ
柴
田
喜
久
君

二
十
五
歳
/
井
波
町

北
市
一

O
二
/
農
業

@
広
く
て
気
候
が
良
か

っ
た
。
底
力

の
あ
る
国
で
あ
り
、
農
産
物
が
自
由

化
に
な
れ
ば
日
本
の
農
業
は
た
い
へ

ん
な
こ
と
に
な
る
。
今
後
国
際
競
争

に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
経
営
規
模
を
行

政
指
導
等
で
整
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

プ
ラ
ス
宗
教
心
の
深
さ
。

@
な
せ
ば
成
る
の
雄
大
な
気
持
ち
を

受
け
継
い
で
、
農
地
は
せ
ま
く
と
も

生
産
性
を
高
め
た
い
。

@
こ
う
だ
と
決
心
し
た
こ
と
は

こ
と
ん
や

っ
て
み
よ
う
。

。
花
ほ
ん
球
根
一

0
0
ア
ー
ル

・
水

稲
一
三

0
ア
ー
ル

中
崎
修

一
君

下
島
町

一
四
六
/
農
業

@
経
営
者
と
し
て
、
情
報
の
早
期
キ

ヤ
ツ
チ
と
シ
ェ
ア
拡
大
に
よ
る
価
格

交
渉
を
有
利
に
展
開
し
て
い
た
。
日

本
か
ら
渡
り
、
生
誕
を
か
け
て
現
在

の
基
盤
を
築
い
た
日
系
一
世
に
大
和

魂
を
み
た
。

@
自
分
自
身
に
厳
し
く
な
り
自
力

で
市
場
開
拓
を
行
う
。
各
方
面
の
経

営
者
と
接
し
、

悩
広
く
学
び
実
践
し

て
行
く
。

@
常
に
前
向
き
の
姿
勢
を
も
て
。
他

力
に
頼
ら
ず
自
力
で
自
活
す
る
精
神
。

@
水
稲

一
五

0
ア
ー
ル

・
養
豚
(
繁

ホ

@
現
在
以
上
に
細
か
い
点
に
討
を
配

り
、
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
記
録

等
を
し
っ
か
り
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

@
す
べ
て
の
産
業
の
基
礎
は
教
育
で

あ
り
そ
れ
が
成
功
に
つ
な
が
る
。
若

い
時
に
い
ろ
ん
な
勉
強
を
し
て
将
来

に
備
え
て
ほ
し
い
。

。
水
田

一
五

0
ア
ー
ル
・
養
豚
(
繁

殖
七

O
頭
・
肉
用
五

O
O
頭

・
雄
四

頭
)
の
複
合
経
営

本
田
富
造
君

三
十
歳
/
入
善
町
木

柴田君

根
五
四
八
/
養
鶏

・
養
豚

@
仲
間
が
た
く
さ
ん
で
き
た
。
経
営

者
と
し
て
の
経
営
感
覚
を
得
た
。
日

系
人
、
二
世
、
三
世
の
物
の
考
え
方

に
関
心
。
小
さ
い
な
が
ら
も
民
間
外

交
に
役
立
て
た
。

@
資
本
の
有
効
的
使
用
。
品
質
本
位

の
生
産
へ
。

@
農
業
を
見
直
そ
う
。
農
地
の
な
い

農
業
希
望
者
は
米
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
へ
。

。
採
卵
鶏
一
四
万
羽

・
種
豚
三

0
0

頭
の
一
貫
生
産

殖
豚

一
三
五
頭

・
肉
豚
六

O
O
頭

子
豚
三

O
O
頭
)

と

大
海
寺
松
栄
君

二
十
四
歳
/
黒
部

中崎君

市
本
野
六
五
/
農
協
職
員

@
自
然
的
条
件
に
恵
ま
れ
た
大
規
模

企
業
農
家
を
見
て
、
指
導
者
と
し
て

視
野
が
広
め
ら
れ
、
今
後
の
職
務
に

大
き
く
前
進
で
き
そ
う
。

@

い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
と
ら
え
て

「
日
系
人
の
作
る
花
は
高
い

評
価
を
・
:
」
と
花
井
市
場
で
竹
安

支
配
人

松井君

松
井

二
十
二
歳
/
富
山
市

漸
君

境
野
新

二
ニ
五
/
農
業

@
機
械
力
、
労
働
力
、
資
本
力
、
そ

し
て
広
大
な
土
地
、
ど
れ
を
あ
げ
て

も
日
本
の
貧
弱
さ
を
痛
感
。
ま
た
、

の
が
あ
る
。

農
業
に
か
け
る
情
熱
は
学
ぶ
べ
き
も

日
本
農
業
だ

っ

事

-
d
-

、

宇
J

J

j

て
良
さ
が
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、

そ
tL 

を
失
わ
ず
に
今
後
取
組
み
た
い
。

織
化
、

@
農
業
後
継
者
と
し
て
当
面
は
、
組

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
充
実
し
、

て
対
処
し
た
い
。

規
模
拡
大
は
徐
々
に
近
代
化
を
含
め

@
夢
と
希
望
を
も

っ
て
ほ
し
い

@
水
稲
一
五

0
ア
ー
ル

・
畑
一

二

O

本田君

体
験
か
ら
得
た
い
く
つ
か
の
点
を
進

め
た
い
。
大
規
模
農
業
の
波
が
く
る

と
思
う
の
で
、
こ
の
波
に
乗
り
遅
れ

大海寺君

な
い
よ
う
に
、
規
模
の
拡
大
と
コ
ス

ト
が
低
下
す
る
農
業
を
官
ざ
す
。

@
地
球
は
縮
ま

っ
て
い
る
。
広
い
視

野
と
大
き
な
気
持
ち
を
も

っ
て
進
ま

な
い
と
乗
り
遅
れ
る
。

。
水
稲
採
種
二
二
五
ア
ー
ル

岩
本
哲
雄
君

二
十
四
歳
/
立
山
町

白
岩
九
O

/
農
業

@
現
地
の
人
は
年
寄
り
で
も
よ
く
働

き
親
切
で
大
ら
か
だ
。
私
も
見
学
者

に
は
ア
メ
リ
カ
方
式
を
と
り
入
れ
る

こ
と
に
し
た
。

@
無
駄
を
は
ぶ
い
て

楽
で
頑
の
使

つ
部
門
を
延
ば
し
た
い
。
造
園
に
力

を
入
れ
た
い
。

@
若
さ
を
い
か
し
、
生
涯
の
基
礎
を
。

。
三
人
グ
ル
ー
プ
で
作
業
受
託
九
五

0
ア
ー
ル

・
水
稲
全
面
受
託

一
千
ア

ー
ル

・
畑
二

0
0
ア
ー
ル

・
農
間
期

は
造
園
業

ロスア ンゼルス郊外の三宅さん(広島出身)のイチゴ畑にて 10月30日

定植を終えたばかりの広大なイチゴ畑 16haが|カ所

に集まりきれいに整形された畦の連続はみ ごとなもので

す 三宅さんから 「カリ フォルニア農業を支えているも

のは 完備された濯水施設によるも のだ」 と説明をうけ

る

永
田
正
俊
君

石
仏
二
/
農
業

三
十
一
歳
/
上
市
町

@
経
営
者
と
し
て
の
情
熱
、
作
業
に

対
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
人
の
使
い
方
、

経
営
へ
の
考
え
方
等
無
駄
が
な
い
。

@
経
営
面
に
筋
が
通

っ
た
の
で
、
こ

岩本君

、i
F

h

i

、，
-
、.0

1
V
A
C
ナ
ム
し

の
気
持
ち
で
今
ま
で
ど
お
り
ゃ

っ
て

@
農
業
者
と
し
て
生
き
る
な
ら
、
半

端
な
生
き
方
は
や
め
て
ほ
し
い
。

。
水
稲
二

0
0
ア
ー
ル

・
飼
料
作
物

六

0
ア
ー
ル

・
水
稲
作
業
受
託
一
千

和
牛
繁
殖
五
頭

ア
ー
ル

・
水
稲
育
苗

4
千
五

O
O枚

竹
内
義
泰
君

今
開
発
三
六
七
/
農
業

二
十
九
歳
/
大
島
町

@
自
己
経
営
を
よ
り
拡
大
し
て
、
生

産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
努
力
を
し
な
け

ア
ー
ル
・
果
樹
二

0
ア
ー
ル

土井君

土
井
維
佐
雄
君

二
十
九
歳
/
山
田

村
鎌
倉
四
八
三
/
農
業

@
広
い
耕
地
、

大
き
な
経
営
規
模
に

驚
い
た
が
、

強
く
感
じ
た
の
は
水
の

利
用
で
あ
る
。
山
田
村
は
水
不
足
に

な
り
が
ち
、
降
雨
が
な
く
て
も
水
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
。

@
農
業
基
盤
確
立
の
た
め
に
、
水
の

悩
み
解
消
に
努
力
し
た
い
。

@
米
国
農
業
に
負
け
る
な
。

2
 

。
水
田

一
七

0
ア
ー
ル
・
山
林

一
千

ア

ノレ

城宝君

二
十
五
歳
/
福
野
町

城
宝
清
幸
君

年
代
一
五
O

/
農
業

@
ア
メ
リ
カ
農
業
を
支
え
て
い
る
の

は
気
候
と
完
備
さ
れ
た
給
水
施
設
、

そ
し
て
豊
か
な
労
働
力
と
開
拓
精
神

永田君

れ
ば
と
痛
感
し
た
。

@
同
業
者
(
酪
農
)
の
結
束
を
高
め
て

仲
間
全
体
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
努
力

〆，

-
、
。

1
1」
ナ
ム

'ν

@
外
国
か
ら
日
本
を
見
直
す
事
が
で

き
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

@
酪
農
(
乳
牛
三

O
頭
・育
成
牛
一
五

頭
)
・
水
稲
二
ハ

0
ア
ー
ル

神島君

神
島
敏
之
君

三
十
歳
/
砺
波
市
神

島
一
七
八
三
/
土
地
改
良
区
職
員

@
広
大
な
大
陸
を
、気
候
条
件
や
水

3 

メ
キ
シ
カ
ン
を
上
手
に
利
用
し
た
企

業
的
農
業
を
痛
感
し
、
今
後
の
私
の

経
営
に
こ
の
セ
ン
ス
を
取
入
れ
飛
躍

し
た
い
と
い
う
希
望
が
持
て
た
。

@
企
業
的
農
業
経
営
の
セ
ン
ス
を
自

竹内君

分
の
経
営
版
売
や
流
通
組
織
に
取
入

、，ιu

，-、

。

少
aq

才

J

L

@
自
分
の
行
動
に
責
任
を
も
つ
こ
と
。

な
せ
ば
な
る
の
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
。

@
養
豚
(繁
殖
三

O
頭
・肉
用
四
五

O

頭
)
・
稲
作
三
二

0
ア
ー
ル
の
複
合

経
= 
呂



二
十
半
歳
/
婦
中
町

野
上
佐
衛
君

分
回
二

O
O
/農
業

@
農
場
主
と
し
て
生
き
る
農
業
経
営

を
十
分
に
学
べ
た
気
持
ち
で
あ
る
。

@
生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
環
経
営
を

め
ざ
す
。

@
若
い
間
に
身
体
で
体
験
す
る
こ
と

は
、
人
間
形
成
の
基
礎
だ
。

。
グ
ル
ー
プ
栽
培
、

栽
培
ハ
ウ
ス

一

千
平
万
灯
・
野
菜
育
苗
本
数
二
万
本

ホ
ウ
レ
ン
草

4
0
ア
ー
ル
・
必
チ
ト

ン
ネ
ル
同
十
熟
一

0
ア
ー
ル

・
秋
野
菜

六

0
ア
ー
ル

・
水
稲

一
五

0
ア
ー
ル

中
野
孝
顕
君

三
十
一
歳
/
氷
見
市

レ
ぃ
八
方
三
二

一

/
農
業

@
か
つ
て
は
不
毛
の
砂
ば
く
地
帯
で

あ

っ
た
ろ
う
広
大
な
大
地
に
水
を
ひ

き
、
良
好
な
農
地
に
よ
み
が
え
ら
せ

ア

/レ

藤
元
幸
一
君

三
十
三
歳
/
富
山
市

藤
ノ
木
七
二

/
農
業

た
偉
大
な
努
力
に
驚
い
た
。

日
本
の

野上君

ま
た

基
盤
整
備
は
さ
ら
に
充
実
す
べ
き
だ

日
本
農
業
よ
り

と
感
じ
た
。

先
輩
だ
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
と
し

p
rり

現
在
の
米
国
農
業
の
一
部
ゆ

き
詰
り
は
将
来
の
日
本
農
業
へ
の
等

鐘
と
悼
行
え
る
べ
き
だ

@
技
術
的
に
は
大
差
が
な
い
か

の
技
術
を
総
合
的
に
体
系
づ
け
し
て

大
型
経
営
を
行
、
っ

い
わ
ば
経
営
技

術
を
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
た
い
。

日
本
人
で

@
日
系
の
先
輩
た
ち
は

あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち

わ‘

見
習
う
べ
き
だ
。

価
を
高
め
る
た
め
の
努
力
を
亘
ね
て

そ
の
評

。
水
稲

一
0
0
ア
ー
ル
・
花
き
栽
培

ス
等
一

0
ア
ー
ル

(温
室
一
六
ア
ー
ル
・
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

そ

中野君

@
広
い
耕
地
、
努
力
の
結
晶
で
あ
る

藤元君

大
量
の
生
産
物
そ
し
て
販
売
。

土
地

に
執
着
す
る
日
本
農
業
か
ら
、
ア
ゼ

が
取
り
は
ら
わ
れ
た
夢
を
見
た
。

@
水
稲
集
中
、
食
管
制
度
に
守
ら
れ
、

減
疫
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
現
状
を
打

開
、
効
率
の
良
い
農
業
経
営
が
で
き

る
制
度
へ
の
転
換
を
期
待
し
、
そ
の

、、『述

ホテルにて一一一一一11月6日

成功したホーム・ステイを祝って 全農場主との反省、

会のあとで 特にお世話になった中島(左)・笹島(右)両

氏と団員全員がかたい握手を交す

「カリフォルニア農業と 日系人の歴史について」

ロス市ホテル会議室にてー一一一10月29日

一世の竹田力氏から自分の体験も交えて 日系人がカリフ ォルニア

で今日にいたるまでどんな困難を乗り越えてきたか 数々の苦労話に

は団員一同感動しました

方
向
へ
の
努
力
を
し
た
い
。

農
業
人
に
な
れ
。

@
農
業
を
め
ざ
す
も
の
は
徹
底
し
た

。

水
稲
六

0
0ア
ー

ル
(
自
作
四
四

0

ア
ー
ル

・
全
面
受
託
一

0
0
ア
ー
ル

作
業
受
託
六

0
ア
ー

ル

片
山
国
丸
君

北
野

一
四

O
/
営
農
技
術
指
導
員

二
十
八
歳
/
城
端
町

@
補
助
事
業
の
少
な
い
企
業
的
ア
メ

リ
カ
農
業
を
、
ホ
ー
ム
ス
テ

ィ
l
等

を
通
じ
目
の
あ
た
り
に
み
て
、
経
営

者
の
努
力
と
熱
情
に
感
服
し
た
。
ま

た
、
日
系
人
の
生
活
の
中
で
教
育
、

信
条
、
宗
教
面
に
お
い
て
、
真
の
日

本
人
を
比
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

@
自
己
経
営
に
経
済
学
を
取
入
れ
、

不
備
な
点
を
常
に
改
善
す
る
気
構
え

と
、
自
分
に
自
信
を
持
て
る
農
産
物
を

作
り
、
流
通
版
売
面
に
力
を
入
れ
た

し、
。@

何
事
も
や
る
気
と
努
力
が
必
要
。

。
水
稲
(
自
作
一
五

0
ア
ー
ル

・
全

面
受
託

一
二

0
ア
ー
ル

-
果
樹

土
田

昭
君

二
十
六
歳
/
富
山
市

古
作
八
五
六
/
果
樹
栽
培

@
大
規
模
経
営
に
か
か
わ
ら
ず
管
理

が
良
〈

土
地
に
あ

っ
た
作
物
を
つ

面
積
当
り
の
収
量

x
'
t
A

一、

H
M
a
ノ』
J
'人

と
て
も
多
い
。

@
同
業
者
が
ま
と
ま
り

大
き
な
組

合
化
を
進
め
た
い
。

@
海
外
に
出
て

外
国
か
ら
日
本
を

み
て
み
よ
う
。
良
悪
が
良
く
わ
か
る
。

。
果
樹
(梨
一
七

0
ア
ー
ル
・
柿

一
O

ア
ー
ル

・
ブ
ド
ウ
六
ア
ー
ル

水
午前

二

0
ア
ー
ル

二
十
二
歳
/
八
尾
町

井
波
雅
治
君

福
島
上
野
/
農
業

@

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
ー
に
み
た
合
理
的

な
生
活
設
計

そ
し
て
経
営
に
傾
け

る
情
熱
と
合
理
化
。
自
分
に
無
か

っ

た
出
が
見
い
出
せ
た

土田君

@
農
業
に
対
す
る
伯
熱
を
学
ん
だ
以

上
、
自
分
自
信
に
む
ち
打
ち
営
農
に

頃
ナ
二

;

，4
l
'
l
u
-
JJ'
』

ν

@
世
の
中
を
大
き
な
視
野
で
凡
て

良
い
こ
と
は
小
さ
な
こ
と
で
も
実
行

に
移
す
と
こ
ろ
に
成
長
が
あ
る

@
水
稲
(
自
作
一
九

0
ア
ー
ル

・
全

出
委
託
四
一

0
ア
ー
ル

)
・葉
た
ば

一
0
0
ア
ー
ル
・
冬
期
は
路
地
野
菜

一
千
ア
ー
ル

八田君

4 

八
回
政
美
君

二
十
二
歳
/
悩
光
町

土
生
新

一
七
八
/
農
業

@

い
つ
ま
で
も
保
護
政
策
に
航

っ
て

い
る
日
本
農
業
と
は

あ
ま
り
に
も

井波君

違
っ
た
面
が
多
か
っ
た
。

@
農
業
種
目
別
に
組
合
を
つ
く
り
、

計
画
的
生
産
、

出
荷

技
術
研
究
、

農
作
業
の
分
業
化
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る

機
会
を
利
用
し
て
叫
び
た
い
。

@
体
力
を
つ
く
り
、

大
ら
か
な
精
神

を
持
て
。

。
採
卵
鶏
三
万
五
千
羽
・水
稲
二
ハ

O

片山君

柿

)
六

0
ア
ー
ル

南
保
順
孝
君

二
十
七
歳
/
入
善
町

舟
見
四
一

一/
/
農
業

@

い
つ
ま
で
も
忘
れ
得
ぬ
加
州
の
土

で
あ

っ
た
。
広
い
面
桔
と
肥
え
た
土
、

完
備
さ
れ
た
水
と
多
く
の
メ
キ
シ
カ

ン
労
働
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
加

5 

そ
れ
に
合
理
的
農
業
フ
ァ

マ
!
の
考
え
方
が
プ
ラ
ス
。

州
農
業
。

南保君

@

パ

ッ
キ
ン
グ
工
場
、
チ

ッ
プ
工
場
、

野
菜
ク
ー
ラ
ー
工
場
及
び
集
荷
場
、

冷
凍
室
を
み
た
が
、
こ
れ
ら
の
共
同

化
、
集
団
化
を
押
し
つ
け
で
な
く
私

達
農
家
が
力
を
合
せ
て
や
る
こ
と
。

@
私
を
含
め
て
自
主
性
に
欠
け
る
。

親
に
対
し
て
甘
え
て
い
る
。

。
肉
牛
三
五
頭

・
大
型
鉄
骨
ハ
ウ
ス

一
0
・
二
ア
ー
ル
・

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

二

0
ア
ー

ル
・
水
稲
一
五

0
ア
ー

ル



と
い
う
言
葉
は
か
な
り
普
及
し
て
未

て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
背
景

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
な
ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ
う
?

高
度
成
長
は
、
県
民
の
生
活
水
準

カ王 グ〉

大
幅
な
向
上
を
も
た

り

し
ま
し
た

一
方
で
は
J

都
市
に
人
口
の
過

密
を
、
農
山
漁
村
に
は
特
に
若
年
層

の
流
出
に
よ
る
過
疎
化
を
も
た
ら
し

伝
統
的
な
地
域
連
帯
感
を
崩
壊
さ
せ

土
品

l
レ
h
~

。

ま
た
、
生
活
環
境
面
で
は
、
公
害

交
通
・
保
健
衛
生
問
題
な
ど
個
人
や

家
庭
だ
け
で
は
解
決
の
で
き
な
い
問

題
を
引
き
起
こ
し
、
精
神
面
で
も
、

人
々
の
価
値
観
の
変
化

・
核
家
族
化

受
験
戦
争
の
激
化
な
ど
に
よ
り
、
地

域
に
お
け
る
人
と
人
と
の
連
帯
感
の

欠
如
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

う
し
た
中
か
ら
、
人
間
性
を
回

復
し
、
生
き
生
き
と
し
た
心
の
か
よ

い
合
う
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
そ

う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、
社
会
的

要
請
と
し
て
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す

ι

。

昨
年
一
月
の

「
住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る
総
合
計
画
・
修
正
計
画
」

で
は
、
県
民
生
活
の
主
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
「
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
形
成
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

地
域
住
民
の
連
帯
感
を
高
め
、
心
の

か
よ
い
合
う
地
域
社
会
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
)
の
形
成
を
め
ざ
す
こ
と
が
今

後
の
県
政
の
重
点
施
策
と
さ
れ
ま
し
た
。

県
で
は
、

こ
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
、

社
会
教
育
・
社
会
福
祉
等
の
団
体
関
係
者

昨
年
五
月
、
学
識
経
験
者
、

市
町
村
関
係
者
等
の
方
々
十
九
名
か
ら
成
る

「
富
山
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

問
題
研
究
会
」

を
設
置
し
、

そ
の
推
進
方
策
・
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検

こ
の
ほ
ど
そ
の
研
究
の
成
果
が
提
言
の

討
を
願
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
提
言
は
、

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

形
で
と
り
ま
と
め
ら
れ
、

各
委
員
の
体
験
を
も
と
に
し
た
ご
意
見
の
ほ
か
、
県

政
世
論
調
査
や
モ
デ
ル
地
区
で
の
意
見
交
換
会
の
結
果
を
反
映
し
た
も

の
で
す
が
、

今
後
県
民
の
み
な
さ
ん
が
と
り
く
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

6 

の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

活
動
や
県
・
市
町
村
の
行
政
に
と
っ
て
は
そ
の
一
助
と
し
て
貴
重
な
も

次
に
、
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は

近
年

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で

「
コ

何
か
?

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
こ
と
を

『
市
民
と
し
て
の
自
主
性
と
責
任
を

コ

感・つ自
の・〈 覚
あ・り し
る・あた
地・げ人
域・る 々
社・「が
会・あ・
ヒ た・手

た・を
カ、・'つ
い・な
連・い
帯・で

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
報
告
書
で
は
、

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に

し
で
も
も
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

例

①
み
ん
な
の
生
活
を
守
る
:
:
:
交
通
安
全
、
防
犯
、
防
火
、
除
雪
な
ど
の
活
動

体
②
お
と
し
よ
り
ゃ
か
ら
だ
の
不
自
由
な
人
を
い
た
わ
る
:
:
:
友
愛
訪
問
、
愛
の
一
声
、

自

六

ち

ょ

っ
と
子
を
か
す
な
ど
の
活
動

の
③
自
然
を
大
切
に
し
、
衡
を
き
れ
い
に
す
る
:
:
:
自
然
保
護
、
公
園
や
河
川
等
の
清
掃
、

動

4

花
と
緑
づ
く
り
な
ど
の
活
動

、7
④

郷

土

の

伝

統

、

郷

土
の
民
謡

・
お
ど
り
の
伝
承
な
ど
の
活
動

テ
⑤
趣
味
、

ユミコ

文
化
を
守
り
育
て
る
・
・
・
・
・
・
祭

、

教
養
を
深
め
る
:
・
・
:
お
茶
、

お
花
、
読
書

音
楽
、
演
劇
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動

か
ら
だ
を
き
た
え
る
:
:
:
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
野
球
、
歩
こ
う
会
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
活
動

⑦
か
し
ニ
い
消
費
と
物
を
大
切
に
す
る
:
:
:
不
用
品
の
交
換
、
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化、

欠
陥
商
品
の
追
放
な
ど
の
活
動

⑥
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
地
方
自

治
の
基
本
で
あ
り
、
永
遠
の
課
題
で

の
帰
属
意
識
の
も
と
に
、
地
域
社
会

を
よ
り
住
み
よ
く
す
る
た
め
の
い
ろ

い
ろ
な
問
題
を
み
ん
な
で
考
え
力
を

で
つ
く
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
リ
は
、
住
民
の

ト
刀
々
の
自
主
性
の
あ
る
自
由
な
参
加

行
政
は
、
あ
く
ま
で
も
、
そ
の
動

機
づ
け
を
し
た
り
、
住
民
の
活
動
が

活
発
に
行
わ
れ
る
た
め
の
条
件
を
整

備
す
る
の
が
本
来
の
姿
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
主
役
は
「
あ

な
た
」
自
身
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
守
つ
く
り
は

「
ま
ち
つ
く
り
」
で
あ
り
「
人
づ
く
り
」
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
ま
ず
人
々
が
っ
く
り
は
、
幼
児
期
か
ら
生
涯
に
わ

そ
の
地
域
に
定
着
し
、
愛
着
を
も
っ
た
っ
て
、
連
帯
感
の
あ
る
地
域
社
会

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
つ
く
り
は
、

若
者
に

と
っ
て
魅
力
あ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
同
時
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

フ

を
つ
く
り
あ
げ
よ
う
と
い
う
心
構
え

を
育
て
る

「
人
づ
く
り
」

で
も
あ
り

ま
す
。

「
人
づ
く
り
」
は
家
庭
と
学

校
と
地
域
の
三
つ
が
力
を
合
わ
せ
な

け
れ
ば
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
規
模
は
お
お
む
ね
小
学
校
区
程
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
規
模
は

生
io' 
グ〕

イ丁
重b
圏
が

応、
グ〕

お・単
お・位
む・と
ね・考・

え
ら
れ

一
般
的
に
は

小
学
校
区
北
ぃ
肢
が
適
当
だ
と
言
わ
れ

日
A
吊

て
い
ま
す
。

J
U

つ
ル
」
J
U

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
は
、
わ
た
し
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
生
活
し
て
い
く
う
え
で
の
共



通
の
事
柄
に
つ
い
て

相
互
に
協
力

で
き
る
範
囲
に
自
然
に
育
つ
も
の
で

あ
り
、
そ
の
範
囲
を
一
律
に
限
定
し

た
り
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
地
域
の
実
態
に
即
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
、
そ
れ

ぞ
れ
各
地
区
の
立
地
条
件
、
住
民
意

《
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
育
成
》

地
域
連
帯
感
を
醸
成
し

先
に
具

体
例
で
あ
げ
ま
し
た
よ
う
な
コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
活
動
を
進
め
る
た
め
に
は

積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
等
の
住

民
の
自
主
的
な
グ
ル
ー
プ
を
育
成
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
各
組
織
は
町
内
会
や
公
民

館
活
動
を
核
と
し
て
、
横
の
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
そ
の
地
域
住
民
が
直

面
し
て
い
る
身
近
な
問
題
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
す
。

入
善
町
南
部
モ
デ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
地
区
(
人
口
約
四
千
人
)で
は、

各
組
織
の
横
の
連
携
を
次
の
よ
う
に

し
て
図

っ
て

い
ま
す
。

入善町南部コミュニ予イ協議会組織図

顧

南部コミュニティ協議会

織ゑE

「
民イ主

白星呂呂言わロ炉供
働省参会

《
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
》

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
が
成
功
す

る
か
ど
う
か
は
、

リ
ー
ダ
ー
に
か
か

っ
て
い
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
地
域

の
固
定
化
し
た
メ
ン
バ
ー
で
は
な
く、

地
域
住
民
の
持

っ
て
い
る
課
題
を
的

確
に
は
握
し
、
こ
れ
を
地
域
の
総
意

に
ま
で
高
め
て
ゆ
く
実
行
力
を
も

っ

リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で
す
。

《
社
会
教
育
、
学
校
教
育
の
充
実
》

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
、
地
域

住
民
の
生
涯
に
わ
た
る
教
育
と
し
て

実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
住
民
は
、
幼
児
期
か
ら

識
、
既
存
の
組
織
の
実
態
な
ど
に
即

応
し
て

地
域
住
民
の
選
択
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
、
画

化
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

'』

農

協

支

所

ー
ー
ー
ム

一

土

地

改

良

区

I

l

-

-
ム

一

小

学

校

P
T
A
l
i
-
-ム

一

保

育

所

母

の

会

ー

ー

ー

ム

一

社
会
福
祉
協
議
会
I

l

-

-

ム

;

一

民
生
委
員
協
議
会

I
l
l
l斗
広

一

防

犯

組

合

1
1
1
1
1占
一

消

防

分

団

i
l
-
-ム
一

交

通

安

全

協

会

l
i
-
-
4

一

体

育

協

会

1
1
1
1
4

一

公

民

館

ー

ー

ー

ー

ム

一

若

妻

会

I

l

-

-

ム

一

壮

年

会

I
l
-
-ム
一

児

童

ク

ラ

ブ

I

l

-

-

斗

t-

一

老

人

ク

ラ

ブ

I
l
-
-
4
4

一

婦

人

会

1
1
-
-
ム

一

青

年

団

l
i
l
--

一

区

長

会

I
l
-
-ム

一

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

運

営

委

員

会

県の日

県のうた

みんなの県政

推進委員会から

県
民

一
人
ひ
と
り
が
述
帯
感
を
も

ち
、
私
た
ち
の
郷
土
に
愛
着
と
誇
り

を
も
っ
て
、
地
域
の
活
動
に
は
積
極

的
に
参
加
し
た
く
な
る
よ
う
な
、
そ

ん
な
魅
力
の
あ
る
住
み
よ
い
高
山
県

は
、
私
た
ち
の
共
通
の
願
い
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
c

昭
和
五
十
八
年
は
、

石
川
県
か
ら

ん日間
山
県
が
分
県
し
た
百
周
年
に
な
り

ま
す
。
こ
の
契
機
に

「県
の
日
」
や

「県
の
っ
た
」
(
ふ
る
さ
と
の
す
ば
ら

し
い
自
然
や
歴
史
、
風
俗
、
文
化
な

ど
を
う
た

っ
た
歌
)
を
設
け
た
ら
ど

っ
か
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。

心
の
か
よ
い
合
う
地
域
社
会
を
つ

く
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
進
展
を
図
る

こ
と
に
併
せ
、
県
民
総
参
加
の
行
事

に
よ
っ
て
な
る

「県
の
日
」
な
ど
を

《
交
流
・
参
加
の
場
の
提
供
》

各
地
域
の
伝
統
や
慣
習
を
継
承
す

る
祭
り
や
獅
子
持
等
の
行
事
を
計
画

し
た
り
、
除
雪

・
み
ぞ
さ
ら
い
等
の

協
同
作
業
を
行
う
な
ど
、
住
民
の
交

口 は、回答者全体のうちの呑加率

. は、実施されるニとを知っている場合の参加率

83.4 

87.6 

50 

43.4 

80% 70 

63.5 

60 40 30 

地域奉仕活動への参加状況

20 10 。
下ノドi4Yi.や道路の消ー掃などの

Hfをき れいにする共同作業

l徐可作業

通
し
て
、
県
民

一
人
ひ
と
リ
が
郷
土

に
対
す
る
恕
い
を
深
め
、
み
ん
な
で

県
の
繁
栄
と
将
来
に
つ
い
て
布
え
て

み
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

昨
年
の
世
論
調
査
で
予
」
の
こ
と
を

聞
い
ま
し
た
ら
、
グ
ラ
フ
の
よ
う
な

結
果
が
で
ま
し
た
。

ま
た
、
県
民
サ
イ
ド
か
ら
意
見
を

開
く
た
め
、
各
界
、
各
分
野
の
有
識

者
、
実
践
活
動
者
な
ど
十
三
名
の
委

民
か
ら
な
る

「
み
ん
な
の
県
政
推
進

委
員
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
が

こ
こ
で
の
意
見
と
し
て
は
、

「県
の

流

・
参
加
の
場
を
積
極
的
に
作
り
出

す
こ
と
が
地
域
連
帯
感
を
呼
び
お
こ

す
う
え
で
大
切
な
こ
と
で
す
。

62.6 

67.0 

30.9 

30.2 

3.1 

B 

交通安全、防犯 、防火等の

地域の安全のための活動

蚊やノ、ェの駆|徐や献血など

の保健衛生活動

一人 ぐらし老人の世話など

の福祉j舌到j

日
」
に
つ
い
て
は

〈お
仕
着
せ
で
な

い
も
の
を
〉、
「県
の
っ
た
」
に
つ
い

て
は

〈末
永
く
主
計
間
わ
ず
に
愛
唱

さ
れ
、
ふ
る
さ
と
を
心
か
ら
誇
り
に

凶心

っ
て
歌
わ
れ
る
も
の
を
〉
と
し
、

向
者
と
も
に

『県
民
の
聞
か
ら
自
然

発
生
的
に
説
い
て
く
る
も
の
が
望
ま

し
い
』
と
し
て
、
設
置
に
つ
い
て
は

肯
定
的
で
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
進
め
る
う

え
で
機
会
を
利
用
し
て
、

「引
の
日
」

「県
の
っ
た
」
な
ど
話
題
に
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日



地
域
社
会

の
規
律
、
し
つ
け
の
訓
練

を
行
う
な
ど
、
地
域
社
会
へ
の
関
心
、

立
識
を
抗
う
こ
と
が
大
切
で
す

ま
た
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
、

郷
上
愛
や
連
帯
志
識
を
育
て
る
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
教
材
を

取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
リ
ま
す

去
で
り
に

公
民
館
を
小
心
と
し
た

各
何
学
級

議
時
な
ど
存
日
開
社
会
教

行
活
動
の
充
実
を
凶
る
必
要
が
あ
り

ま
す

〈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
の
提
供
、
啓
蒙
活
動
の
推
進
〉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
存
純
情

報
の
提
供
は
、
山
小
や
山
町
村
の
広
報

紙
を
卜
分
活
用
す
る
ほ
か
、
住
民
も

番
身
近
な
町
内
会
什
治
会
や
八
ム

民
館
の
情
報
連
絡
を
川
発
に
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す

〈
集
会
施
設
等
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備
〉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
中
心
と
な

る
の
は
集
会
施
設
で
す
。

県
政
世
論

調
台
で
も
集
会
施
設
に
付
す
る
要
望

こ
の

は
最
も

L

門
同
く
な

っ
て
い
ま
す

fこ
め

町
内
会

'H
治
会
ニ
と
の
部

部
集
会
所
や
川
小
学
校

K
、
)
と

の
地

以
一
公
民
館
を
早
急
に
瞥
備
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す

と
く
に
、

地
区
公
民
館
は、

る
グ
ル
ー
プ

の
相
以
交
流
を
促
進
さ

せ
る
た
め
に
、

在
人
に
も
ド
日
年
・
児

章
に
も
家
ぃ
妊
の
、
.
土
婦
に
も

!ム

[11 

代

・
性
別
を
こ
え
て
み
ん
な
い
か
利
則

で
き
る
機
能
を
備
え
た
地
域

セ
ン
タ

ー
的
な
も
の
と
す
る

の
が

M
ま
し
い

現在、近くにないため、あれば良いと

考えているコミュニティ施設

52.1% 

43.4% 
41.7% 

29.2% 

24.4% 

21.8% 

54.6% 

50 

40 

昨
年
コ
シ
ヒ
力
リ
を

中
山
に
多
発
生
し
だ
着

色
米
に
対
し
て
¥
県
で

亡診着色米の防i上対策

は
技
術
障
の
総
力
を
結

集
し
て
¥
発
生
原
因
や

発
生
防
正
対
策
の
究
明

に
努
め
だ
結
果
、
そ
の

全
容
が
ほ
ぼ
つ
か
め
だ

の
で
¥
昭
和
五
十
四
年

度
稲
作
に
対
策
技
術
を

盛
り
込
み
¥
防
正
指
導

を
徹
底
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
だ
。

30 

20 

10 

発
生
し
た種

類
と
原
因

-

黒

色

米

・

濃

茶

米

五
本
全
体
が
単
一…
や
濃
茶
に
布
色
し

て
い
ふ
も
の
で
、
利
f

什
し
て
も
色

が

残
る
。

よ
く
見
る
と
ト
カ
ム
米
の
表
山
に

シ
ミ
状
の
此
トー
が
あ
る
。

黒色米-
腹
黒
米

トヤ
山
本
の
腹
の
部
分
に
九
昧

の
あ
る

黒
斑
が
で
き
る
も
の

Q

腹黒米

~ー
-
黒
点
米
類
似
粒

主
米
の
刷
の
部
分
に
ク
サ
ビ
状
の

此
紋
が
で
き
る
も
の
。

黒点米類似粒

て
ー
し
ょ
、
っ

司
し
k
n
R
L
H
H

U
J
‘E
eμ 

体
育
館

老
人
憩
い
の
家

ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
広
場

公

園

・
緑
地

f
ど
も
の
遊
び
場

公
民
館
・
集
会
場

0 
% 

H

1

久品

七
、
八

H
の
笠
熟
期

間
や
長
則
に

わ
た
る
異
常
高
温
と
乾
燥
、
さ
ら
に

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
出
秘
期
に
あ
た
る
八

日
二

1
凶

H
の
フ
ェ
ー
ン
現
象
等
に

とよ
とう
もて

も・体
み・が

ず・若
tL・し
ゃく
悩京
支 ω
も・す
み・る

が
多
く
発
生
し
た

着色米の発生経路と原因(推定図)

(発生議l司)
こ
の
よ
う
な
状
態
の
析
に
、
本
来

雑草の放置、 稲わらの放置

-分け つ過多、無効分けつの増加

・土壌の強還元、水不足

(伝染経路)(病原菌の越冬)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設

で
主
要
な
の

は、

施
設
を
つ
く
る
前
か
ら
住
民
が

計
画
に
参
加
し
て
、
内
容
・
設
備
・

間
取
り
等
に
つ
い
て
創
意
・
工
夫
を

ま
た
、
地
誌
が
で
き
あ
が

こ
ら
し
、

ノ
た
後
に
も
み
ん
な
が
協
刈
し
て
淫

営
し
て
い
く
こ
と
で
す

ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
の
地

訟

で
は

身
近
な
学
校
体
打
M

畑
山
以
の
刷
版
や

い
住
外
運
動
場
の
し
伏
問
問
…
川
地
誌
の
ぷ

同
を
よ
り

.

M
明
治
一
め
る
は
か

-
a
'
I
1叶1寸斗叶

1

i

 

，
|
 

の
ハ
ン
テ
イ
を
来
り
組
え
て

年
中

ス
ホ

l
ヅ
の
で
き
る
以
内
体
行
地
誌

の
川
和
仙
に
も
ん
k
h
川
を
一
正
く
必
咲
い
か
あ

け
F

宇
4v
-オ
ヲ

《
モ
デ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
指
定
》

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
つ
く
リ
を
仏
く
県

ド
に
進
め
み
な
さ
ん
の
川
動
の
参
々

と
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
校
範

と
な
る
よ
う
な
生
き
生
き
と
し
た
ケ

ー
ス
を
モ
テ
ル
・
コ

ミ
ユ
三
テ
ィ
と

し

県
内
に

-h
力
一
州
い
れ
山
北
け
行

成
す
る
こ

と
が
必
要
で
す

《
民
間
企
業
等
の
協
力
》

介。

コ
ー
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
は
、
住

民
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
の

.
H

で
あ
る
民
間
企
業
等
か
ら
も
、
そ
の

所
有
す
る
体
育
館
・
競
技
場

・
緑
地

等
を
で
き
る
だ
け
地
域
佐
川
八
に
開
放

す
る
よ
う
な
協
力
を
刷
、
つ
-
}
と
も
大

切
で
す

《
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
身
近
な
活
動
か
ら
》

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
、
地
域

住
民
と
行
政
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
果
た

す
べ
き
役
割
を
踏
ま
え
、
絶
ゆ
ま
ぬ

努
力
と
創
立

・
.
上
夫
の

砧
み
重
一
ね
に

よ

っ
て
永
い
間
に
骸
成
さ
れ
て
い
く

も
の
で
す
。

は
病
原
力
が
弱
く

fiii 
の
f，lj 

H 
fこ
卜

集
や
雄
草
な
ど
に
つ
い
て
い
る
菌

凶 (
)カ
が|
明 ブ
地ラ
しリ
てヤ
も、.号i
み・ア

やル
止;タ
米ナ
をリ
千三 ャ

し
た
た
め
に
着
色
米
と
な
う
た
。

こ
の
闘
係
を
図
ぶ
す
る
と
つ
ぎ
の

よ
う
に
な
る

着
色
米
の
防
止
対
策

異
常
ト
バ
象
で
、
以
内
各
地
に
柿
色

本
か
多
発
生
し
て
い
る
小
で
、
や
一
川
色

本
が
発
生
し
な
か

っ
た
農
家
を
選
び

-選別不良

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
お
い
て

Ha
取
も
肝
裂
な
の
は

7
h

z口
一
行
に

如
か
ず
」
の
た
と
え
ど
お
り

身

な
活
動
か
ら

一
つ

ひ
と
つ
必
実
に
実

践
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う

η

な
ぜ
発
生
し
な
か
コ
た
の
か
作
会
」
謝

べ
て
見
た
結
果
、

い
ず
れ
の
農
家
も

き
め
細
か
い
水
管
理
や
肥
培
管
理
の

あ
と
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
、
地
力
を

高
め
る
た
め
の
き
ゅ
う
肥
や
畦
酸
石

灰
な
ど
地
力
増
強
資
材
の
積
極
的
な

施
用
、
秋
耕
に
よ
る
生
わ
ら
の
分
解

促

進

な
い
と
、
秋
催
リ
型
の
健
全
な
稲

っ
く
り
が
れ
わ
れ
て
い
ま
し
た

こ
の
ト
品
、
つ
に

刈
取
期
ま
で
活
力

の
高
い

位
脱
な
稲

っ
く
り
を
す
す
め

る
こ
と
が
、
一点
色
米
安
」
山
さ
な
い
た

め
の
最
も
大
切
な
法
本
技
術
と
い
え

ま
す

特
に
次
の
ト
ハ
…

オオ

今
年
の
印
刷
作
で
は
、

に
情
心
し
て
、

山
お
色
本
の
無
い
、

ι

ロ

の
い
い

本
を
斗
産
す

る
よ
う
に
努
め

て
く
だ
さ
い

ーも
桜
山
川
な
~
皆
川
和

日
ー
い
を
し
な
い

「

ψ
任
軌
…
後
期
ま
で
肥

-M叶
ん

umに
努
め

川
h
M
の
い
い
川
い
析
に
打
て
る

G
き
め
細
か
い
水
管
珂
に
よ

り
て
似

の
健
全
化
に
努
め
る

ー
地
刈
増
強
を

肘
推
進
す
る

色
村
れ
平
等
発
生
川
仰

の
除
よ
を
徹
氏

る

刈
り
取

J

た
あ
ぜ
年
は
政

出
せ
す

焼
却
宇
る
か
堆
肥
に
す

る



解

説

ぶ
ん

・
石
崎
直
義

相
光
地
ぃ
力
、
砺
波
地
'万
で
よ
く
語

ら
れ
る
笑
い
話
で
あ
る
。
小
仰
の
と

ん
ち
は
ま
こ
と
に
愉
快
で
あ
っ
て
、

大
人
が
ず
ど
も
に
う
か
つ
な
「
う
そ
」

を
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
、
こ
の

，
寸
前
の
妙
味
が
あ
る
と
思
う
。

は
し
か
い
小
僧
ま

む
か
し
¥
む
か
し
¥
あ
る
山
寺
に
¥
利
尚
さ
ま
と

小
僧
、
ガ
暮
ら
い
て
お
つ
だ
と
。
和
尚
さ
ま
は
¥
仏
さ

ま
の
教
え
や
¥
お
経
を
読
む
こ
と
な
ど
を
親
切
に
教

え
て
く
た
は
れ
た
。
小
僧
ま
は
よ
い
ご
坊
さ
ま
に
な

ろ
う
と
し
て
¥
和
尚
さ
ま
の
い
わ
っ
し
ゃ
る
こ
と
を

聞
い
て
¥

一
生
け
ん
め
い
に
お
寺
の
仕
事
を
し
と
っ

だ
と
。あ

る
日
¥
小
僧
ま
、
ガ
和
尚
さ
ま
の
部
屋
の
掃
除
に

い
っ
た
。
す
る
と
¥
和
尚
さ
ま
の
前
に
「
つ
ぼ
し
が

一
つ
置
い
て
あ
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
黒
い
玉
み
だ
い

な
も
の
を
と
り
出
し
¥
口
に
入
れ
て
な
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
疋
。
そ
れ
を
見
た
小
僧
ま
は
《
飴
玉
、
だ
な
》

と
す
ぐ
わ
か
っ
た
。
自
分
も
な
め
て
み
と
う
な
つ
だ

も
ん
で
¥
和
尚
さ
ま
に
向
こ
う
て
二
=
口
う
て
み
た
。

そ
こ
へ
和
尚
さ
ま
、
ガ
帰
っ
て
き
て
¥

「
何
で
泣
い
と
る
、
ガ
じ
ゃ
げ

と
聞
か
れ
て
¥
小
僧
ま
は
泣
き
じ
ゃ
く
り
な
ガ
ら
¥

わ
ざ
と
悲
し
そ
う
に
言
つ
だ
と
。

寸
和
尚
さ
ま
¥
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。
き
ょ
う

床
の
聞
の
花
瓶
の
水
を
と
り
か
え
よ
う
し
て
¥
庭
ヘ

出
た
ら
¥
手
，が
す
べ
っ
て
こ
わ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

和
尚
さ
ま
に
申
し
わ
け
な
い
と
思
う
て
死
の
う
と
し

て
¥
「
つ
ぼ
し
の
中
の
毒
の
玉
を
一
つ
な
め
て
み
だ
が

な
か
な
か
死
ね
な
い
も
ん
で
¥
み
ん
な
な
め
て
し
も

だ
。
そ
れ
で
よ
わ
っ
と
る
が
で
す
ち
ゃ
げ

-
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
対
話
の

・へ
l
ジ
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い

え

久
米
宏

「
そ
れ
は
伺
じ
ゃ
い
け
¥
お
ら
に
も

っ
く
、
だ
は

れ
ん
け
げ

和
尚
さ
ま
は
¥
あ
わ
て
て
「
つ
ぼ
し
の
ふ
だ
を
し

な
が
ら
言
つ
だ
。

コ
」
れ
は
な
¥
年
寄
り
の
薬
じ
ゃ
。
子
ど
も
が
な
め

る
と
¥
腹
、
ガ
痛
う
な
っ
て
毒
じ
や
わ
い
日

そ
し
て
¥

一
つ
も
分
け
て
も
ら
え
な
か
っ
だ
。
、
だ

け
ど
¥
小
僧
ま
は
¥
そ
ん
な
こ
と
を
ほ
ん
と
に
せ
、す¥

い
っ
か
な
め
て
み
ん
な
ら
ん
と
思
つ
だ
。

そ
れ
か
ら
¥
二
¥
三
日
だ
っ
疋
あ
る
日
¥
和
尚
さ
ま

ガ
檀
家
ま
わ
り
に
外
出
し
て
¥
る
す
に
な
っ
だ
。
小

僧
ま
は
¥
よ
い
幸
い
に
し
て
¥
さ
っ
そ
く
和
尚
さ
ま

の
部
屋
に
λ
り
¥
茶
棚
に
の
せ
て
あ
つ
だ
「
つ
ぼ
し

を
出
い
て
¥

一
つ
な
め
て
み
だ
。
思
う
と
つ
だ
と
お

和
尚
さ
ま
は
¥
《
こ
り
ゃ

し
ま
つ
だ
。
あ
ん
な

こ
と
を
言
わ
な
け
り

ゃ
よ
か
っ
だ
な
》
と

'

田
ゅ
う
芝
、
ガ
¥
小
僧
ま
の

と
ん
ち
に
感
山
し
て
¥
か
ん

に
ん
し
て
や
っ
た
と
。

語
っ
て
そ
う
ろ
う
の
も
の
が
た
り
。

り
¥
や
っ
ぱ
り
飴
玉
、
じ
ゃ
っ
た
。
ま
た
一
つ
な
め
て

み
だ
ら
な
あ
あ
ま
か
つ
だ
。
三
つ
¥

四
つ
¥
五
っ
と

な
め
て
¥
お
し
ま
い
に
み
ん
な
な
め
て
し
も
だ
。
空

っ
ぽ
に
な
つ
だ
と
き
¥
小
僧
ま
は
ハ
ッ
と
思
う
た
。

《
こ
れ
は
し
ま
つ
だ
。
あ
と
で
和
尚
さ
ま
に
知
ら

れ
て
¥
ひ
ど
う
ら
と
叱
ら
れ
る
ぞ
。
さ
あ
だ
い
へ
ん

た
い
へ
ん
。
よ
わ
つ
だ
な
あ
》

、
だ
け
ど
¥
は
し
か
い
小
僧
ま
、
だ
っ
た
か
ら
¥
す
ぐ

に
よ
い
こ
と
を
思
い
つ
い
だ
。

床
の
間
に
飾
っ
て
あ
っ
た
¥
和
尚
さ
ま
の
だ
い
じ

な
花
瓶
を
抱
え
て
庭
に
出
定
。
そ
し
て
¥
そ
れ
を
庭

石
の
よ
に
わ
ざ
と
落
い
て
こ
わ
い
だ
。
そ
の
そ
ば
で

わ
ざ
と
¥
戸
戸
|
ン
¥
戸
戸
ン
と
泣
き
ま
ね
を
し

と
つ
だ
。

d
M
M
H
N
G
R
U
M
uu
，
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戦
後

日
本
民
主
化

の

一
環
と
し

農
業
所
得
の
伸
び
は
落
ち

に
比
べ

て
農
地
改
革
が
行
わ
れ

そ
の
効
果

込
み

そ
れ
を
埋
め
る
た
め

を
維
持
す
る
た
め
農
地
の
移
動
は
厳

ま
す
兼
業
化
が
進
む
こ
と
に
な
り
ま

し
く
規
制
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ば
、
農
地
を
売
買
す
る
場
合
、

例
え

し
fニ

農
地

資
本
主
義
が
高
度
に
発
達
し
ま
す

と
、
本
来
は
、

さ
れ
ま
す
し

の
買
受
資
格
者
の
審
査
が
厳
重
に
な

農
地
を
宅
地
等
に
転

用
す
る
際

農
業
以
外

の
産
業
に

そ
の
場
所
が
他

の
農
地

に
影
響
し
な
い
こ
と
を
十
分
見
極
め

ま
た

る
必
要
が
で
て
き
ま
し
た

小
作
地
を
地
主
(貸
し
千

)
に
返
す
と

き
に
は
小
作
人
(借
り
子
)
に
よ
は
ど

信
義
に
反
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
許

可
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

他
方
、
昭
和
三
卜
年
代
か
ら
始
ま

っ
た
日
本
経
消
の
高
度
成
長
に
よ
り

-F-、iM
1
t
ν

ド
ド
リ
削
，

r

農
村

の
労
働
力
は
急
速
に
工
業
部
門

農
業
の
環
境
は
著
し
く
変

わ
リ
ま
し
た

っ
て
農
地
は
、
父
姐
伝
来
の
財
産
と

し
か
し

農
家
に
と

識
の
ほ
か

し
て
ん
寸
ら
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
意

さ
ら
に
地
価
の
高
騰
と

い
う
事
情
も
か
ら
み

ま
す
ま
す
資

り
ま
し
た
。

産
と
し
て
保
有
す
る
傾
向
が
強
く
な

そ
の

一
打
で
、
他
産
業

4 

(
賃
借
権
か
使
用
貸
借
に
よ
る
権
利

か
)、
⑤
農
地
の
貸
し
借
り

の
条
件

(
期
間
、
借
賃
及
び
そ
の
支
払

い
方

手

の
聞
の
利
用
関
係
が
成
立
し
ま
す
。

こ
の
利
用
権
の
賃
借
期
間
が
満
了

す
る
と
、
自
動
的
に
農
地
は
、
貸
し

で
す
か
ら
、

法

)
な
ど
が
具
体
的
に
記
入
さ
れ
ま

す
。
市
町
村
は
こ
れ
を
公
告
す
る
こ

と
に
よ
り
、
法
的
に
貸
し
手
と
借
り

手
に
戻
り
ま
す
。

の
賃
貸
借
契
約
の
解
約
の
と
き
に
必

要
な
知
事
の
許
可
は
要
り
ま
せ
ん
し
'

農用地利用増進事業のしくみ

推進事務局

ま
す

従
事
す
る
人
と
農
業
に
専
従
す
る
人

で
す
が

に
分
か
れ
て
い
く
の
が
経
済
の
流
れ

こ
の
よ
う
な
兼
業
化
が
進

事

業

農
用
地
利
用
明
進
ぃ
事
業
と
は
、
農

地
法
の
口
貸
借
契
約
の
特
例
と
し
て

農
振
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

農
地
の

所
有
権
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
賃
貸
借

の
手
続
き
を
簡
単
に
し
、
農
地
の
借

り
手
の
経
営
規
模
を
大
き
く
し
、
そ

れ
に
よ
り
農
地
を
有
効
に
利
用
し
よ

う
と
す
る
制
度
で
す
。
あ
た
か
も
、

一
つ
の
事
業
の
よ
う
で
す
が
、
あ
く

ま
で
も

一
般

の
賃
貸
借
契
約
の
パ

な
の
で
す
。

イ
パ
ス
(
近
道
)措
置
と
し
て
の
制
度

そ
の
ね
ら
い
は
、
地
域
農
村

に
お

け
る
中
核
農
家
の
経
営
規
棋
拡
大
と

農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
と
い
う

こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
市
町
村
内

の

一
定
の
農
地
に
つ
い
て
、
市
町
村

が
貸
し
子
と
借
り
手
の
聞
に
入

っ
て

十
分
な
話
し
合

い
を
行
い

、
双
方
の

ま
た
、
離
作
料
支
払
い
の

問
題
も
起

こ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
双
方
の
合
意
に

般

よ
り
く
り
返
し
く
り
返
し
更
新
し
て

農1 f農

4li14i 
進II進

公

とt
cコ

利
用

514 
定

館。

み
ま
す
と

農
業
機
械

へ
の

過
剰
投

資
な
ど
多
く
の
非
能
率
的
な
経
営
を

ま
た

農
地
の
効
率
的
な
利

生
み

則
を
阻
む
こ

と
に
も
な
リ
ま
し
た

そ
こ
で

農
地
を
拡
大
し
て
能
率
的

な
経
営
を
意
識
的
に
行
お
う
と
す
る

の

み

し
く

じい
頼
関
係
の
う
え
に
た

っ
て
農
地
の

貸
し
借
り
を
進
め
て
い

こ
う
と
い
う

も
の
で
す

町
村
以

も
ち
ろ
ん

外

農
業
委
員
会

県
農
業
改
良

普
及
所
、
農
協
の
営
農
指
導
川県
の
ほ

か
、
そ
の

地
域
の
土
地
改
良
区
な
ど

農
業
関
係
者
の
立
比
を
も
十
分
間
い

て
農
地

の
貸
し
借
り
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
リ
ま
せ
ん
。

こ
の
卒
業
を
進
め
る
た
め
に
、

市

町
村
は
農
用
地
利
用
増
進
規
程
を
作

成
し
ま
す
。

そ
れ
に
は

①
ぃ争
業
の

実
施
区
域

②
借
り
子
の
要
件
、

③

農
地
の
利
用
権
(賃
貸
権

)
の
賃
借
則

問
、
④
借
賃
(小
作
料
)
及
び
そ
の
文

払

い↑
刀
法
が
規
定
さ
れ
ま
す
。
市
町

村
いか
作
成
し
た
こ
の
規
桂
を
知
事
が

認
可
す
る

ニ
と
に
よ
り
こ

の
効
力
が

い
け
ば
、
貸
し
手
は
安
心
し
て
農
地

を
貸
す
こ
と
が
で
き
、
借
り
手
も
長

く
耕
作
地
と
し
て
利
用
で
き
、
計
画

度

活

用

の
す

農用地利用増進事業のしくみ

この事業は、公的機関 としての市町村が中心

となって行いますが、この事業の性格から農

家の皆さんが、十分納得できる まで話し合わ

れ、その地域の実情に応じて、 おIJ意と工夫を

こらして実施 して くださし、。

(1)市町村は、農家の皆さんの意向を尊重して、

「農用地利用増進規程」 を作 り、都道府県知

事の認可を受けます。

(2)次に市町村は、こ の 「規程」 にもとづ いて

農家の 「貸し借り 」の希望をと りま とめ、

「農用地利用増進計画」 を作成 します。

(3)こうして出来上った「計画」 は、知事に通

知した上で、「公告J(市町村の広報にのせ た

り、掲示板には り出 して皆さんにお知らせ

すること 。)します。「言十画」が「公告」 され

ますと、これに定められている 「貸し借 り」

につ いて効力が発生します。

l 

人
に
と

っ
て

判
胤
紋
拡
大
を
す
る
農

地
が
な
い
と
い

う
矛
盾
が
大
き
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
背
景
か

ら
、
農
地
を
有
効
に
利
則
し
よ
う
と

笠
場
し
た
の
が
農
用
地
利
用
明
進
事

業
と
い
う
制
度
で
す
。

(
左
図
参
照
)

発
生
し
ま
す
。

こ
の
規
紅
は
、
農
用

地
利
用
地
進
半
業
を
実
地
す
る
た
め

の
志
法
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

れ
が
で
き
て
い
な
い
と
実
際
の
農
地

の
利
用
設
定

(農
地
の
貸
し
借
り

の

16 

契
約

か
で
き
ま
せ
ん

こ
の
規
紅
に
基
づ
き
、
貸
し
手

借
り
手
の
聞
で

一
筆
ご
と
の
農
地
の

利
用
権
設
定
い
か
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ

ら
の
農
地
の
利
用
権
に
つ
い
て
地
域

内
全
部
の
も
の
を
ま
と
め
て

農
用

地
利
用
地
進
計
幽
と
い
い
ま
す
。

れ
は
計
画
と
称
し

ま

す

が

実

際

に

農
家
間
で
行
わ
れ
た
農
地
の
貸
し
借

り
の
総
合
的
な

一
覧
表
で
あ
り、

総

合
契
約
書
で
も
あ
り
ま
す

は
、
①
借
り
手
の
住
所
、

こ
れ
に

氏
名
、
②

借
リ
る
農
地
の
所
ト
牝

③
貸
し
手
の

-
」

J'γ
l

'h
口
市
門

④
利
用
権
の
桂
類

氏
名

的
な
営
農
が
行
え
る
わ
け
で
す
。

す

め
農
地

の
荒
し
づ
く
り
が
進
み
、
そ

の
利
用
が
悪
く
な
り、

ヤ
ミ
小
作
な

ど
が
進
む
と
、
農
地
の
耕
作
上
、
ま

た
税
金
対
策
上
で
も
、
貸
し
手
、
借

り
手
双
方
の
間
で
争
い
が
起
こ
り
が

ち
に
な
り
ま
す
。
農
用
地
利
用
増
進

事
業
は
ま
さ
に
こ

の
課
題
を
法
的
に

解
決
す
る
制
度
と
い
え
ま
す
。

富
山
県
で
も
、
昭
和
五
十
年
、
こ

の
制
度
発
足
以
来
、
砺
波
市
柳
瀬
地

区
に
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た

の
を

オフ

皮
切
り
に
昭
和
五
十
三
年
末
現
在
、

八
市
町
で
約

一
五
瓦
ヘ
ク
タ
ー

ル
の

利
用
権
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
制
度

の
趣
旨
と
か
、
社

会
的
な
情
勢
を
み
る
と
、
ま
だ
、
農

家
間
で
は
、
な
じ
み
の
薄
い
面
や
、

こ
の
制
度
に
対
す
る
不
安
感
も
残

っ

て
お
リ
、
そ
れ
ら
が
反
映
し
て
い
る

の
か
、
こ
の
実
績
は
必
ず
し
も
満
足

す
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

制
度
発
足
以
来
ま
だ
日
も
浅
い



と
も
あ
り
ま
す
が

問
題
も
あ
る
わ

け
で
す
。

利
用
権
が
設
定

例
え
ば

で
き
る
農
地
は
農
似
地
域
内
の
農
用

地
区
域
内
農
地
に
似
ら
れ
て
い
ま
す
。

兼
則
農
家
の
農
地
を
中
核
農
家
へ
柴

付
す
る
と
い
う
こ
の
制
度
の
ね
ら
い

か
ら
考
え
ま
す
と

兼
業
農
家
の
農

地
は
農
用
地
区
域
外
に
も
か
な
リ
あ

る
わ
け
で
す
か
ら

こ
れ
ら
の
農
地

が
対
象
外
と
な
る
の
で
は
農
地
の
効

半
的
利
用
と
い
う
目
的
が
達
成
で
き

ま
せ
ん
。

そ
こ
で

そ
の
農

ぜ
ひ

農用地利用増進規程
農用地利用地進計画

市町村名 利用権設定 関係農家数
の公告認可年月日

面積 (ha) 貸手(戸) 借手(戸)
主要作目

新湊市

七 美 51 :i. 8 (認可51.3 .26) 16.5 50 17 水稲

砺波市

相P 法員 51. 5 . 8 (認可51.3 .26) 17.8 39 18 水稲

砺波北部ほか 2 52.4.30(認可52.3.29) 34.4 78 15 水稲・牧草・球似

富山市

呉 5]5] 51.6.5(認可51.5 .25) 18.0 50 5 7.1<稲

立山町

新川ほか 2 52.4 .30(認可52.3.29) 28.7 44 35 水稲

上段ほか 2 53.4 . 6 (認可53.3 .30) 19.6 31 31 水稲

入善町

m. 見 52.4 .30(認可52.3.29) 11. 6 43 27 水稲

福野町

野尻・安居・広塚ほか2 52.5.21(認可52.5. 2 ) 

滑川市

西部ほか 6 53.4 . 6 (認可53.3.30) 9.0 17 10 水稲

福光町

東部ほか 3 53. 7 .20(認可53.7 .12) 

5十 155.6 352 158 

農用地利用増進事業の実施状況 S53.12.15現在
そ
わ
れ
た
り
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
り
ま

す
。

こ
う
し
た
状
態
か
ら
抜
け
出
す

た
め
に
、
両
び
覚
せ
い
剤
を
注
射
す

る
と
い
う
悪
循
環
を
く
り
返
し
つ
い
に

中
毒
者
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

昭
和
五
十
三
年
に
は
全
国
で
一
万

八
千
余
人
が
覚
せ
い
剤
犯
罪
で
検
挙

さ
れ
、
中
毒
者
に
よ
る
凶
悪
犯
罪
が

増
加
す
る
な
ど
、
現
在
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
下
全
域
に
広
が
る
魔
の
手

検
挙
人
員
盲
人
を
越
す

れ
て
お
り
、
前
年
に
比
べ
て
四
十
五

許
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

覚
せ
い
剤
犯
罪
は
、
最
近
増
加
し

て
、
一
般
家
庭
へ
も
忍
び
込
も
う
と

し
て
い
ま
す
。

覚
せ
い
剤
は
昭
和
四
十
五
年
こ
ろ

か
ら
富
山
、
高
岡
を
中
心
に
出
回
っ

て
、
最
近
で
は
県
下
全
域
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
二
年
に
は
、

百
六
十
件
、
百
二
人
の
者
が
検
挙
さ

従
来
、
覚
せ
い
剤
を
注
射
し
、
ん
首

売
し
た
り
す
る
の
は
暴
力
団
や
不
良

グ
ル
ー
プ
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、

最
近
は
商
庖
主
、
労
務
者
、
逆
転
手

家
庭
の
主
婦
、
少
年
等
の
間
に
増
え

は
じ
め
、
い
わ
ゆ
る
一
般
家
庭
に
も

覚
せ
い
剤
は
、
昭
和
二
十
年
代
に

「
ヒ
ロ
ポ
ン
」
と
い
う
名
で
、
若
者
の

聞
に
流
行
し
、
昭
和
二
十
九
年
に
は

地
を
農
同
地
区
域
内
に
取
り
込
む
な

ど
し
て
対
象
農
地
の
拡
大
に
努
め
た

い
と
考
え
ま
す
。

次
こ

借
日
(
小
作
料
)
の
定
額
金

納
の
問
題
で
す
。

貸
し
手
の
中
に
は

米
価
に
ス
ラ
イ
ド
し
た
借
貨
を
希
望

す
る
者
も
い
ま
す
し

お
金
で
な
く

お
米
で
欲
し
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

こ
れ
は
農
地
法
で
は
、
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
が

こ
の
制
度
で
は

農
用

!一 lJ 3
:制r~，梓yj
終怖のれ糊尽ょうf

地
利
用
増
進
組
作
及
び
川
計
耐
を
工

夫
す
る
こ
と
に
よ
り

こ
れ
を
打
開

で
き
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
点
が
解
決
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
徐
々
に
こ
の

心
事
業
い
か
拡
大
し
て
い
く
も
の
と
布
え

て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
昭
和
五
十
二
年
に
始

ま

っ
た
地
域
農
政
特
別
対
策
事
業
の

進
捗
と
も
あ
い
ま

っ
て

関
係
市
町

全
国
で
五
万
五
千
人
の
も
の
が
検
挙

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、

取
締
り

の
強
化
、

国
民
総
ぐ
る
み
の
覚
せ
い

剤
禍
対
策
が
奏
功
し
、

昭
和
三
十
三

年
に
は
、
覚
せ
い
剤
犯
罪
が
撲
滅
さ

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭

和
四
十
五
年
か
ら
再
び
増
加
し
て
い

ま
す
。

覚
せ
い
剤
は
、

白
色
の
粉
末
ま
た

は
白
色
の
結
晶
で
、

党
せ
い
剤
取
締

法
に
よ
っ
て
輸
出
入
、

受
、
所
持
、

製
、且二

1とL

使
用
等
が
禁
止
さ
れ
、

こ
れ
に
違
反
し
た
と
き
は
重
い
処
罰

を
受
け
ま
す
。
密
売
者
等
の
間
で
は

増
え
る
覚
せ
い
剤
中
毒
者

被
害
妄
想
か
ら
殺
人
、

党
せ
い
剤
を
注
射
し
続
け
る
と
中

i家庭を破壊する覚せい剤 iを
A 

4 
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放
火

ま
す
。
覚
せ
い
剤
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
う

っ
た
リ

一
回
の
注
射
量
が
多
か
っ

た
り
し
た
と
き
に

V
人
か
ら
狙
わ
れ
て
い
る

V
人
に
追
い
か
け
ら
れ
て
い
る
等
と

あ
り
も
し
な
い
被
害
妄
想
に
か
か
り

宇
釘
肋
叫
'
刊
こ
以
寮

h
ゆ
わ
」
け
ノ

{
l
i
l
--31
1
J
 

何
ん
の
関
係

も
な
い
人
を
刺
し
殺
し
た
り

し
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
い
だ
ま
し
い
犯
罪
が

遊
び
の

村
で
は
意
欲
的
に
こ
の
事
業
推
進
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
滑
川
市
、
近
川
町
で
は
一
市

井
県
が

農
地
の
貸
し
借
り
契
約
に

‘

あ
た
り
奨
励
金
を
出
す
こ
と
に
し
ま

し
た
し

凶
で
も

来
年
度
か
ら
農

用
地
高
度
利
用
促
進
事
業
と
し
て

こ
の
事
業
を
積
極
的
に
進
め

中
核

農
家
の
規
模
拡
大
に
努
め
て
い
く
方

針
で
す
。

覚
せ
い
剤
の
こ
と
を
「
シ
ヤ
ブ

」
と

か
「
ヤ
ク
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

18 

こ
の
覚
せ
い
剤
を

耳
か
き
一
一
杯

ぐ
ら
い
を
水
に
溶
か
し
て
静
脈
に
注

射
す
る
と

中
枢
神
経
等
が
刺
激
さ

れ

興

奮

状

態

に

な

り

心

臓

が

ド

キ

ド
キ
し
た
り

一
頒
が
す

っ
き
り
し
て

胤
け
や
疲
労
が
と
れ
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
が

し
か
し
薬
理
作
用
に
よ
っ

譲
i度

て
一
時
的
に
ご
ま
か
し
て
い
る
だ
け

で
、
疲
労
を
回
復
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

ま
た

薬
が
き
れ
る
と
強
い
疲
労

感
が
残
リ

イ
ラ
イ
ラ
や
不
安
に
お

放
火

全
国
で
毎
年
七
百
件
余
り
発
生
し
て

い
ま
す
。

一
本
が
廃
人
同
様

ォg

覚
せ
い
剤
を
打
ち
続
け
る
と
健
康

を
極
端
に
害
し
、
ま
た
一
度
に
多
く

注
射
す
る
と
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
覚
せ
い
剤
を
常
用
す
る
と
疲

労
が
蓄
積
し
、
食
欲
が
な
く
な
り
身

体
が
極
度
に
京
弱
し
ま
す
。

密
売
さ
れ
て
い
る
覚
せ
い
剤
の
ほ

と
ん
ど
は
、
不
衛
生
で
出
ぜ
も
の
が

入
っ
て
お
リ
、
注
射
す
る
と
頑
が
痛

く
な
っ
た
り
、
手
足
が
し
び
れ
た
り

死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
は
健
康
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

こ
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
魔
薬

(
覚
せ
い
剤
)
に
手
を
出
さ
な
い
、
出

さ
せ
な
い
よ
う
に
国
民
こ
ぞ
っ
て
覚

せ
い
剤
の
追
放
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。



これからの

食生活を

考える

卓
の
飾
り
つ
け
や
ふ
ん
囲
気
づ
く
り

な
ど
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
化
の
動
き
さ
え

見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
食
生
活
は

大
変
カ
ラ
フ
ル
に
、

か
つ
ぜ
い
た
く

に
な

っ
て
き
て
お
り
、
食
習
慣
の
ち

が
い
は
別
と
し
て
、
欧
米
と
比
べ
て

なそ
くれ
なは
つ ど
て見
きお
て ・と

ます
する

も
反の
面で

は

こ
の

一
見
堂
か
そ
う
な
食
生
活
が
私

た
ち
に
何
を
も
た
‘
り
し
た
か
と
い
う

」
と
も
十
分
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

日
本
人
の
食
生
活
は
、
こ
の
三
十

年
間
に
着
実
に
向
上
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
も
最
近
で
は
、
量
的
な
充
実
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
質
的
な
面
で
の

多
様
化

お
金
が
あ

っ
て
も
食
品
が
な
い
と

い
う
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
今
や
食

季
節
感
の
喪
失

ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ

ピ
ー
マ
ン

は
年
中
出
回

っ
て

い
ま
す
し
、
真
冬

で
も
西
瓜
や
イ
チ
ゴ
が
食
べ
ら
れ
ま

洋
風
化
・
国
際
化

従
来
の
坐

っ
て
食
べ
る
習
慣
か
ら
、

テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
へ
と
食
生
活
が
変

化
し
、
ま
た
パ
ン
食
が
普
及
す
る
と

と
も
に
、
肉
や
卵
、
牛
乳
な
ど
の
動

加
工
食
昂
化

冷
凍
食
品
や
カ

ッ
プ
め
ん
、
レ
ト

ル
ト
食
品
な
ど
の
、
新
し
い
技
術
で

高
度
に
加
工
さ
れ
た
簡
易
食
品
が
大

例
え
ば
、
最
近
再
び
若
い
人
の
聞

に
ビ
タ
ミ
ン
臥
欠
乏
の
脚
気
が
増
え

て
き
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
の

原
因
と
し
て
は
、
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食

品
、
白
米
、
全
糖
の
清
涼
飲
料
に
か

た
よ

っ
た
食
生
活
の
欠
陥
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
肉
食
偏
重
に
な
り
が
ち

な
食
生
活
は
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
カ

ロ
リ
ー
、
栄
養
素
の
摂
収
過
剰
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
戦
後
日
本
人
の

平
均
寿
命
は
大
き
く
伸
び
た
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
そ
れ
と
と
も
に
成
人
病

図 2.

改
善
に
重
点
が
移
っ
て
き
て
お
り

食
生
活
の
パ
タ
ー
ン
に
も
次
の
よ
う

な
変
化
が
み
ら
れ
ま
す
。

品
の
種
類
が
多
く
な

っ
て

お
金
さ

え
出
せ
ば
何
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。

す
。
ま
た
魚
介
類
な
ど
の
〆
ン
ュ
ン
。

の
感
覚
も
以
前
ほ
ど
厳
密
に
は
存
在

し
な
く
な

っ
て

い
ま
す
。

物
性
た
ん
白
質
の
摂
取
量
が
飛
躍
的

に
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

調
理
方
法
が
洋
風
化
し
、
原
材
料
も

国
際
化
し
て
い
ま
す
。

き
な
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て

ぃ
，ま
す
。
(
図
l
参
照
)

図 1.副食品に占める加工食品と生鮮食 品の比率

(家計調査年報)
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守
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凋
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昭 38
和年

所
得
水
準
の
向
上
に
と
も
な
い

外
食
機
会
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
同

時
に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
に
み
ら
れ 50 

。
割今

年

45 

40 

れる
まよ
すう

簡
便
化
グ〉

傾

1!J妨
げ 句吃多多デ7
h 、一一__，../ 

化
フ
ァ
ッ
出
出
働

料
理
の
個
性
が
な
く
な
る

一
方
、
食

画
加
工
食
品
の
普
及
な
ど
か
ら
家
庭

年齢区分 庄 意 占

幼 児 -おやつは時間や量を決めて与える。

3-5歳 -偏食ぐせはっけない。

-牛乳2本分の乳化製品を毎日食べさ

せる 。

小 学生 -新鮮な果物とピーマンなどの緑黄色

6-11歳 野菜を沢山食べさせる。

-食事は楽しくゆ っ くりと 。

中 学生 -朝食は抜かない。

高校生 -ムラ食いはダメ 。

-たんぱく質は家族中で一番多く必要。

大 人 -塩辛いものをとり過ぎないょっに。

(男性) -過食は太りすぎの原因。

-お酒は適量に。

王 世帯 -食事はさ まった時間に。

-昼食は手を抜かないで料理を。

-週に一度は レバー料理を食べる。

お年寄 り -食事は腹八分目にゆっく り。

-海草、 小魚、スキムミルクは毎日食

べる。

食生活の目安表 1

が
激
増
し
て
い
る
の
も
周
知
の
事
実

で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
食

生
活
は
空
腹
感
を
満
た
す
だ
け
で
な

く
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

図

2
に
あ
る
六
つ
の
基
礎
食
品
群

も
う
一
度

今
後
、
生
活
様
式
が
ま
す
ま
す
便

利
さ
を
増
す
時
代
に
な
る
に
つ
れ
、

食
生
活
も
一
層
多
様

・
多
岐
に
わ
た

っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後

の
食
生
活
を
身
え
る
上
で
必
要
な
の

一
日
に
三
十
種

一
週
間
に
六
十
種
以
上
の
食

品
を
食
べ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

以
上
、

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
表
ー
の
よ

う
に
年
齢
に
合

っ
た
食
生
活
を
考
え

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

見
直
し
を

は
、
今
少
し
そ
の
現
実
と
あ
り
方
を

考
え
て
み
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
洋

風
化
イ
コ

ー
ル
高
級
化
と
い
う
誤

っ

た
暗
示
か
ら
早
く
ぬ
け
出
し
、
米
や

魚
、
野
菜
を
中
心
と
し
た
伝
統
的
な

21 

メ
ニ
ュ
ー
に
、
畜
産
物
を
上
手
に
か

み
合
わ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
新
し
い

食
生
活
の
道
を
探
す
べ
き
時
を
迎
え

て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た

材
料
の
無
駄
を
な
く
し
、
持
ち
味
を

い
か
す
調
理
方
法
や
、
適
正
な
買
い

お
き
と
保
存
な
ど
、
き
め
の
細
か
い

工
夫
と
配
慮
も
欠
か
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
食
生
活
の
確
立

こ
そ
が
、
体
を
つ
く
り
、
健
康
を
維

持
増
進
し
、
生
活
の
基
本
と
な
り
う

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



r一期臨時開蝿騨
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キ一場へは、立山駅と本宮駅の両方 I10年ぶりの発電所建設になります。

からパスで行けることになりました。 | なお、この日北陸電力KKが富山新

港背後地に計画している新港火力発

電所 2号機増設も決定しました。

寝起県議会原案可決して終わる l 

間富山県議会は、 一般会計補正 112月20日
予算18億 8，900万円等予算案件10件 |麗54年度県立高校募集定員

条例案件 6件その他等37案件を原案 I 10，697人(53年度同数)に

通り可決して、 8日間の会期を終え| 全日制県立高等学校の54年度募集 |書留政府重要要望事項の予算化

ました。 I定員は、54年 3月に中学卒業予定者 | 状況

12月14日

12月15日
麗砺波で知事と語る会

が53年度より 20人減るだけというこ

とから、 53年度と同数の10，697人と

発表されました。また、学級編成も

砺波市役所大会議室に、熱心な市 |前年同様据え置かれました。

12月21日
関国際児童年を迎えて

県児童福祉審議会では来年度の県

の対策を了承しました。

主なものは児童、母子福祉対策と

して児童センタ一、児童館の建設、

保育所の創設や増改築。障害福祉対

策として身体障害者重度更生施設の

建設、セーナー苑の定員増等。また、

県国際児童年記念事業推進連絡会議

(仮称)の発足計画。

民約200人が集まリ「知事と語る会」

が聞かれ、中田知事の県政概況説明

のあと、活発な意見、要望カ出され、

とくに北陸新幹線の駅設置など県西

部発展につながる問題が多く、盛会

でした。
12月27日

12月19日 経済企画庁で聞かれた77回電源調

~立山山ろく自動車線開通 |査審議会は、県から上程していた県

立山千寿ケ原立山駅前から極楽坂 |営大長谷第 3発電所の建設を決めま

粟巣野聞に 、立山山ろく自動車線が |した。

開通し 、この日スキーパス第 1号が | 計画によると八尾町大長谷川 (庵

発卓、スキーシーズンを前にスキー |谷地内)に最大出力 8，000 ~ロ十、 54

ヤーたちへの朗報でした。これで極 |年度着工、 56年12月完成予定の総工

楽坂や県営ゴンドラ、粟巣野の 3ス |費43億円で、県営としては11番目 、
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業の促進

-日本貿易振興会富山貿易情報セン

4月刊日

ターの設置

・八尾中絞工業団地の建設

.富山空港の建設

-小杉流通業務団地の建設

.黒部川宇奈月ダム着工

・河川総合開発事業の推進(継続一

熊野川・ 上市第 2 ・境川・朝 日小

川、新規一布施川)

[有望]

-国立富山大学経済学部「経営法学

科」設置

⑨全国枠として決定されるもの

[確実]

-砺波警察署庁舎建設

-健康増進センターの設置

.漁港等の整備促進

-中小企業情報センターの設置

.北陸新幹線環境μ響評価調査

.認定職業訓練施設の建設助成

-富山空港蛇備関述事業(河川改修)

の促進

-北陸自動車道の早期完成

-東海北陸自動車道の建設促進

.北陸関東産業道路の建設促進

.国道の整備促進

・豪雪対策の促進

[有望]

-農林総合整備計画地区の採決

.特別養護老人ホームの設置

-八尾保健所の改築

.山村地域農林漁業特別対策緊急補

足整備事業の実施

54年度の政府予算案が発表され、

富山県が重要要望していたもののう

ち、54年度実施が明らかになったも

のは次のとお りです。

⑨個所づけとして決定されるもの

[確実〕

・日本科学技術情報センター「北陸

サービスセンター(仮称)Jの設置

.短期高等教育機関(高岡)の設置調

査費

-点部家育保健衛生所の建設

-林業集落基盤総合整備事業の採択

・県営さけ・ますふ化場の建設/止び

明殖地設の拡充

-勤労青少年ホームの設置

.働く婦人の家設置

-勤労者福祉施設の設置

⑨制度要求

[確実〕

・中小企業工場団地に対する特別助

成について

[有望]

・多目的ダムの水道水源開発施設整

備貨の軽減措置

-簡易水道建設事業に対する助成措

置

・土地改良総合整備半業の県営制度

の創設と予算枠の拡大

-排水対策特別事業の制度創設と予

算枠の拡大

・土地改良施設維持管埋事業の拡充

.民有林造林事業の推進

4月13日--._，19日
嵐県立美術館へのいざない盛況

56年 5月に開館予定の県立美術館

への収蔵品のうち、ピカソやミロ、

マチスら外国作家、郷倉千制、下回

義寛、棟方志功、岡本太郎らの国内

作家の作品51点を県民会館美術室に

展示した「美術館収蔵作品展」は、

初公開も手伝い、美への鑑賞服を養

う県民の関心が高〈述日盛況をきわ

めました。

2
 

2
 

.納税確定申告臼=2月16日→3月15日

.危険物取扱者保安講習会

受付日=2月3日→10日

申込みー市町村消防本部・県消防防災課

講習会一3月6日・7日富山県農協会館

3月12日・ 13日高岡市消防本部

3月16日 魚津市農協会館

・第8回富山県青年の船展

2月10日・11日 富山県民会館

2月17日・ 18日 魚津サンプラザ

2月20日・21日 砺波プラザ

3月3日・4日 ユニー高岡庖

.県営住宅入居者募集

受付 場所

太閤山団地
2月l日 太閤山住宅

-10日 建設事務所

石坂 ・中川

蓮花寺北団地
県庁建築住

既設住宅補欠

-28日 宅課

-個人住宅建築資金融資

融資対象=60歳以上の老人同居世帯.6人以

上の多家族世帝・心身障害者同居世帯

融資住宅一53年度の住宅金融公庫の融資対

象住宅

融資額一l件当たり 50万円以上200万円以

内

融資条件一利率、年5.64% 1首選期間10年

以内

問い合わせと申込みー住宅金融公!卓業務取

扱い金融機関

.くらしの4日教室

2月20日 10時/富山県民会館4';皆

2月20日 13時30分/高岡市文化会館

テーマ「主婦がだまされる時」

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

・省資源月間

資源は有限です。

みんなで節約に協力しましょう。

"""""""""""""川 1'111111111111111111111111111111



高
血
圧
や
動
脈
硬
化
い
か
す
す
ん
で

く
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
臓
器
に
障
害

が
お
こ
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
脳
卒

中
や
心
臓
病
は
代
表
的
な
疾
病
で
、

脳
卒
中
は
日
本
人
の
死
因
の

第

一
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

病
と
言
え
ま
す
。

こ
と
に
富

山
県
の
脳
卒
中
の
死
因
率
は

全
凶
平
均
よ
り
も
・
品
い
の
に
注
目
し

キ
?
し
ょ
、
っ
。

結核
肝硬炎

高血圧

自殺

老衰
不増、の事故
肝

肺炎・気管支炎

こんなに多い

脳卒中死t者 (昭和52年度、衛生統計より )

車
検
切
れ
自
動
車
は
ご
注
意

あ
な
た
の
愛
車
の
車
検
は
切
れ
て

い
ま
せ
ん
か
。

特
に
、
自
動
車
を
何
台
も
お
持
ち

の
方
は
、
よ
く
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

車
検
切
れ
で
、
も
う
使
用
し
て
い

な
い
自
動
車
で
も
、
抹
消
登
録
手
続

が
し
で
な
け
れ
ば
、
毎
年
、
自
動
車

税
が
か
か
り
、
あ
と
で
た
い
へ
ん
面

倒
な
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
早
急

に
、
抹
消
登
録
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

し、。
た
と
え
、
廃
車
さ
れ
る
自
動
車
で

あ
っ
て
も
、
手
続
き
だ
け
は
、
最
後

ま
で
し
っ
か
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
車
検
切
れ
の
自
動
車
を
こ

れ
か
ら
、
ま
だ
使
用
さ
れ
る
場
合
に

は
、
す
み
や
か
に
、
継
続
車
検
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
時
に
は
、
自

動
車
税
の
納
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

納
税
証
明
書
は
、
常
時
、
車
検
証
と

マ

." 

救
世
観
音

夢
殿
一
樹
子

県有美術品紹介

な緒
おに

保
車管
をし
下、て
取、おt、ぞ
?こに
L だ

三ミ
なり

ど
も

「名
儀
変
更
登
録
」
を
行
わ
な

い
と
納
税
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
ず
る
原

因
に
な
り
ま
す
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「名

変
」
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
お
願
い

し
ま
す
。

手
続
き
の
方
法
等
で
わ
か
ら
な
い

点
が
あ
れ
ば
、
陸
連
事
務
所
ま
た
は

県
税
事
務
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

村
上

柄:
人i
伝
「，a1

・・

長
谷
部
富

山
伝
「，4
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在
・
管
理
室

脳
卒
中
の
土
台
は

高
血
圧
と

動
脈
硬
化

脳
卒
中
と
は

脳
つ芋
ま中
つ は
た

し
て
起

破

脳
の
動
脈
が
破
れ
た

脳オL
硬iる
塞Tと
に脳
な出
り血
まと
すな

つ
ま
る
と

脳
卒
中
を
起
こ
し
て
助
か

っ
た
場

合、

「
中
風
」
と
い
う
状
態
に
な
り
、

手
足
の
マ
ヒ
が
後
遺
症
と
し
て
残

っ

こ
1
ノ
、

f

I

 

と
き
に
は
知
覚
障
害
や
精
神

障
害
を
き
た
し
た
り
し
ま
す
。

正
常
な
血
圧
と
は

正
常
血
圧
は

W
H
O
(世
界
保
健

機
関
)
に
よ
れ
ば
、
最
大
血
圧
一因
。

ペ

最

小
血
圧
九

0
ミリ
を
上
限
と
し

て
い
ま
す
。
日
本
人
の
血
圧
は
、
最

大
も
最
小
も
こ
の
上
限
以
上
に
な
れ

ば
高
血
圧
の
黄
信
号
と
考
え
て
よ
い

で
し
ょ
、
っ
。

た
だ
、
血
圧
は
、
同
じ
人
で
も
身

体
の
調
子
で
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
ら

一
回
だ
け
の
測
定
で
な
く

日
を
変
え
て
何
回
か
測
り
、
自
分
の

安
定
し
た
血
圧
値
を
知

っ
て
お
き
ま

ー
レ
ょ
、
っ
。

高
血
圧
は
な
ぜ
起
こ
る

高
血
圧

の
八
十
j
九
十

rは
ま
だ

十
分
原
因
が
わ
か
ら
な
い
で
起
こ
り

ま
す
。
も
う

一
つ
は
、

も
と
の
病
気

(腎
臓
病
が
多
く
、
副
腎
の
腫
坊
や
脳

神
経
系
の
病
気
な
ど
)
が
原
因
で
血

圧
が
あ
が
り
ま
す
。

集
団
検
診
な
ど
で
早
期
発
見

24  

高
血
圧
が
長
く
続
く
と
脳
卒
中

心
臓
病
な
ど
も
ひ
き
起
こ
し
ゃ
す
く

な
る
の
で
、
集
団
検
診
な
ど
に
よ

っ

て
早
期
発
見
し
、
早
期
治
療
や
日
常

生
活
の
注
意
で
、
重
大
な
疾
患
を
予

防
し
た
い
も
の
で
す
。

動
脈
硬
化
の
あ
る
人
は

だ
い
た
い
高
血
圧

血
管
の
弾
力
性
を
失

っ
た
動
脈
硬

化
の
人
は
、
脳
卒
中
や
心
筋
硬
塞
を

ひ
き
起
こ
し
ゃ
す
く
、
高
血
圧
の
人

は
、
だ
い
た

い
動
脈
硬
化
が
あ
り
ま

す
。表

4
(
カ
ラ
|
)
に
関
連
記
事
登
載

同ヂ
殿
厨
子
の
作
者
長
谷
部
富
山
の
箱
書

に
日
く

「
木
造
建
築
と
し
て
世
界
最
古
を
誇
る
法
隆
寺。

そ

の
東
院
夢
殿
は
聖
徳
太
子
が
冥
想
三
昧
せ
ら
れ
し

霊
堂
な
り
、
過
ぐ
る
頃
参
拝
し
て
そ
の
端
麗
壮
重

な
建
築
美
に
打
た
れ
、
御
本
尊
救
世
観
音
の
慈
顔

に
拝
接
し
て
は
た
だ
讃
歎
礼
拝
久
し
う
す
る
の
み
。

こ
の
感
激
を
折
あ
ら
ば
我
が
木
工
芸
に
表
現
せ
ん

と
念
願
、い
た
し
お
り
し
に
、
先
年
金
堂
羅
災
す
る

や
そ
の
修
理
を
芸
術
院
会
員
石
井
鶴
三
氏
が
担
当
、

そ
の
一副
子
と
し
て
奉
仕
せ
る
美
術
院
同
人
村
上
丙

(
の
ち
納
入
)
氏
に
、
金
堂
古
材
を
以

っ
て
御
本
尊

の
十
分
の
一

に
模
作
を
依
嘱
し
、
臼
鳳
文
化
の
芳

ふ
ん芥

を
偲
び
太
子
の
御
遺
徳
を
想
起
し
な
が
ら
此
の

厨
子
を
謹
作
せ
る
も
の
也

昭
和
二
十
九
年
春

木
楽
庵

富
山
記
」

長
谷
部
富
山
は
高
岡
の
人
、
指
物
師
と
し
て
名
工

と
う
た
わ
れ
、
誇
り
高

い
至
芸
の
木
工
人
で
あ

っ
た
。

村
上
柄
人
は
本
県
出
身
、

二
紀
委
員
、
平
櫛
田
中

に
師
事、

菊
華
賞
、
白
寿
賞
に
輝
く
異
色
の
彫
刻
家

で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
両
名
の
合
作

に
成
る
も
の
で

呼
吸
の
合

っ
た
貴
重
な
名
品
で
あ
ろ
う
。

佐
藤
良
成



⑮
)⑩
⑩
⑮
⑩
@
@
@
@
@
 

入浴はぬる自

①浴室や脱衣所を暖めてから入る。

②お湯はぬるま湯に (40度前後〉

③入浴時間は5-10分程度まで。

長湯は禁物。

十分の睡眠と休養

①夜ふかしをさけ¥なるべく11時前に寝る。

② 8時間以上の睡眠をとる。

③休日にはなるべく家庭でのんびり休養する。

ω自分のからだの状態に応じて、マイペース

で生活する。

①暖かいところから急に寒いところにさらさ

れると、血圧は急上昇する。戸外へ出ると

きは暖かい服装にすること。

②トイレに起きて発作を起こすことガ多い。

トイレを暖かく、用を足すときは暖かい衣

類をかける。

③凹圧の高い人や老人はシピンを使う。

④排便のときはリキまず、自然の便通を待つ。

⑤和式トイレより西洋式トイレにする。

寒さとトイレの注意

， 

運動をしよう

①できるだけ歩くことo 軽い体操をすること。

②スポーツは含までやり慣れだものを。

③勝負を争うようなスポー

ツはさけ疋万ガ無難。

④運動する前に準備運動を

十分に。運動後はしばら

く{木けいを。

精神的安定を

①怒るのは大敵。感情の高まりはすぐ皿圧に

作用する。

②賭けごとに熱中しない。

③緊張やストレスはよくない。

④適当に気分を転換させて、気持ちを落ちつ

ける仙の持ち万ガ大切。

⑤深呼吸は皿圧を下げ、)~\を落ちつかせる。

印刷 掛チューエツ

(関連記事=本文24頁に)

富山市新総曲輪1の7fi31-3131(直通)〒930富山県知事公室広報課

酒とタバコをひかえる

①酒はホドホトこに。できるだけ自宅で飲む。

②酒のサ力ナ(タンパク質や脂肪、ビタミン

類など〉をとりなガら飲むこと。

③垣分の多いおかずをひかえる。

④タバコはできるだけすわない。

昭和54年 2月号必 121 -企画発行県広報とやま


